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該当

(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」要素 ⇔ 【授業の達成目標】
大学ＤＰ

学士の称号にふさわしい基礎学力と専門的学力 ①持続可能な社会を実現するための課題に取り組む力
・社会課題に対峙したときに、自ら考え行動して周囲を巻き込
みながら課題解決に向けて新たな事業を起こすマインド（アン
トレプレナーシップ）を醸成する。
・起業において必要な基本的な知識とスキルを習得する。
・就職以外の人生の選択肢を手に入れる。

⇔

(2)授業で学べる
「テーマ」

キャリア

(3)全学横断特別
教育プログラム

グローバルコア人材養成コース ・ ＢＡＳＩＣ(国際理解)

(4)授業の概要 本授業では、新たな事業を起こすための基本的な知識・スキルとマインドを学びます。
受講生のロールモデルとなり得る起業家、信州大卒の起業家を講師にお招きして、起業至たる経緯や想
い、成功・失敗談を含む体験談を語っていただきます。併せて、起業支援や投資家等の専門家による講
義も行い、全体を通じて10名程度の実務家講師が登壇します。
また、社長となって自ら起業することを想定して（妄想して）、事業計画書を作成し、模擬ピッチも行
っていただきます。
本授業は、大学の研究成果に基づく起業や事業化に関する相談、大学発スタートアップのアライアンス
戦略等の支援に10年以上関わり、本学が主幹機関を務めるスタートアップ・エコシステム共創プログラ
ム拠点「Inland Japan Innovation Ecosystem（IJIE）」の代表を務める実務家教員が担当します。実務
経験やネットワークを活かして、自ら起業する未来をワクワクしながら考えられるコンテンツと体験、
人脈等を提供します。

(5)授業のキーワ
ード

起業、起業家精神、起業家マインド、アントレプレーナーシップ、ベンチャー、スタートアップ、会社
設立、ビジネスモデル、資金調達、事業計画書、チームビルディング、ベンチャーキャピタル、ピッチ、
ベンチャーコンテスト、実務経験

(6)授業計画 [スケジュール]　 　
第１回(4/9)：ガイダンス（自分で起業することを考えてみよう）
第２回(4/16)：起業のための基礎知識①　最近のスタートアップ界隈について
先輩アントレプレナー事例紹介①（20分）
第３回(4/23)：アントレプレナー/先輩アントレプレナーによる体験談①
第４回(5/7)： アントレプレナー/先輩アントレプレナーによる体験談②
第５回(5/14)：起業のための基礎知識②　ビジネスプランとビジネスモデル　
第６回(5/21)：起業のための基礎知識③　成功するビジネスモデルを考える　
第７回(5/28)：アントレプレナー/先輩アントレプレナーによる体験談③
第８回(6/4) ：起業のための基礎知識④　資金調達・仮説検証
第９回(6/11)：壁打ちで起業プランをブラッシュアップ
第10回(6/18)：起業のための基礎知識⑤　事業計画の作成／プレゼン資料の作成
第11回(6/25)：アントレプレナー/先輩アントレプレナーによる体験談④
第12回(7/2) ：起業のための基礎知識⑥　会社設立の手続、投資家を知る
第13回(7/9)：アントレプレナー/先輩アントレプレナーによる体験談⑤
第14回(7/16)：起業のための基礎知識⑦　起業を支援する機関・施設・制度等について　
第15回(7/23)：模擬ピッチコンテスト、授業アンケート　

［課題レポート]
　第3回と第9回の講義の後に課題レポートを提出してもらいます。
自分が社長として起業するならば？という想定に基づいて、授業で得た知識に基づいて自らの起業アイ
デアの事業化に関するレポート(A4・2～5枚)を提出してください。課題レポートは様式を準備します。
〇第1回課題レポート：5/6(水)正午〆切
〇第2回課題レポート：6/17(水)正午〆切

[事業計画書の作成＆ピッチ体験] 
　第11回以降、自分の起業する場合を想定した事業計画書の作成と、事業計画書を投資家や金融機関等
に対して説明するためのプレゼン資料を作成し、短い時間に簡潔な言葉で自身の事業計画を売込むため
の「ピッチ」を体験してもらいます。
　起業アイディアに基づいて、事業計画書とピッチ動画(3分～3分半)を作成して第13回講義後に提出し
てもらいます。
〇事業計画書＆ピッチ動画：7/12(日) 正午〆切
　提出された事業計画書とピッチ動画を講師が評価し、上位5～10名について第15回模擬ピッチコンテス
トにおいて発表してもらいます。模擬ピッチコンテストの審査は、受講生(発表者以外)と講師(数名の外
部講師を含む)により行い、上位入賞者を決定します。なお、上位入賞者は表彰します。



(7)成績評価の方
法

課題レポート　　　50点（25点×2回）
事業計画書　　　  25点
ピッチ動画　　　　25点

(8)成績評価の基
準

［課題レポートの評価基準（25点満点）］
　・課題の意図・授業内容を理解して適切な回答ができている（10点）。
　・自ら起業することへの興味や関心、意欲、熱意が感じられる（10点）。
　・適切な日本語、文章表現、論理展開等により説明できている（5点）。

［事業計画書（25点満点）］
　事業計画書が、教員を感心させるレベルならば25～20点。よく練られていれば19～15点。適切であれ
ば14～10点。不十分であれば9～5点。

［ピッチ動画（25点満点）］
　プレゼン資料の構成と内容及びピッチ動画における発表が、教員を感心させるレベルならば25～20点。
よく練られていれば19～15点。適切であれば14～10点。不十分であれば9～5点。

【最終評価（100点満点）】
　期末時に課題レポート、事業計画書、ピッチ動画の合計点に基づいて評価を行います。
90点以上は、秀（授業の達成目標の水準から見て卓越している）。80点以上は、優（授業の達成目標の
水準よりかなり上にある。70点以上は、良（授業の達成目標の水準よりやや上にある）。60点以上は、
可（授業の達成目標の水準にある）。59点以下は、不可（授業の達成目標の水準にない）。
　また、模擬ピッチコンテストにおいて上位入賞した受講生には、事業計画書及びピッチ動画の満点
(50点)を上限に1～5点の加点を予定しています。

(9)事前事後学習
の内容

【60時間以上の時間外学習が必要となります】
・受講期間を通じて、自分が起業することを想定した課題やワークを課します。
・受講期間中は、ベンチャーやスタートアップ企業の設立や事業計画、資金調達などのニュースや、各
地で実施されるピッチコンテストなども意識するようにしてください。
・毎回の講義で、授業内容の理解を深めるために役立つWebサイト、外部セミナー、書籍、報告書、テレ
ビ番組等を紹介します。可能な範囲で確認して復習するようにしてください。

(10)履修上の注意 ・講義資料等は、毎回の授業終了後にe-ALPSにアップします。復習に活用してください。
・アントレプレナーによる事例紹介①～⑤は、できるだけ対面で講義いただくようにしますが、一部講
師についてはオンラインでの講義になる可能性があります。

(11)質問,相談へ
の対応

・質問や相談は、授業中もしくは授業の前後に受け付けます。また、授業時間外も随時受け付けます。
・授業で作成した事業計画に基づいて「信州ベンチャーコンテスト(例年9月〆切)」ほか、各地のピッチ
コンテストへのエントリーを希望する学生には、授業終了後も申請書作成、公開審査におけるプレゼン
まで支援します。令和6年度信州ベンチャーコンテストにおいて、1名がポスターセッション賞を受賞し
ました。
（参考）信州ベンチャーコンテスト　　https://www.shinshu-vc.org/
・起業に関する相談は随時受け付けます。
・授業時間外は、kirico@shinshu-u.ac.jpまたはTEL: 0263-37-3529（URA室）まで連絡ください。

(12)授業への出席 ・出席は、QRコード読取りによる出席確認システムを利用します。授業開始後30分後から遅刻とします。
・本授業は「信州大学における授業の出席に関する要項」第4に規定する「学修の補充の対象とする事由
」で欠席した場合のみ、6回までは配慮をします。

(13)授業に出席で
きない場合の学
修の補充

「学修の補充の対象とする事由」により出席できない場合は、共通教育履修案内に掲載されている方法
により補充を受けるための申請を行ってください。

【教科書】 指定しない。

【参考書】 必要に応じて授業の中で紹介します。


